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(4) 研究事業の計画性 

 本研究事業は、緊急性が高い研究課題に対する研究経費であることから、具体的な目標を

明示しつつ、推進体制の適切性、関係課との分担・連携、実施方法の妥当性等を、検討しな

がら採択しており、緊急性の高い研究経費としての計画性を担保している。 

 

(5) 分野別推進戦略の研究開発目標、成果目標の達成状況（18 年度からの継続課題について）： 

特記なし 

 

(6) その他：特記なし 

 

3．総合評価 

厚生労働科学特別研究は、緊急性の高い課題について、極めて効果的に事業が実施されて

いる。今後とも、新規に出てくる国民の健康・安全に係る緊急課題や社会的ニーズの高い課

題について迅速に対応していく必要がある。 

今後とも、一層の予算確保に努めると共に、行政的に重要な研究を、適切に実施する体制

とすることが望ましい。 

 

 

4．参考（概要図） 

 

 

 

特別研究事業特別研究事業
国民の健康生活を脅かす突発的な問題や社会的要請の強い
諸課題について、緊急に行政による効果的な施策が必要な場合、
先駆的な研究を支援し、当該課題を解決するための新たな科学
的基盤を得ることを目的としている。

平成１８年度研究成果例

国民の健康を脅か
す突発的な問題

行 政 的 緊 急 性

厚生行政施策の科学
的基盤

社会的要請の強い
問題

・ 地域医療計画における在宅
医療 のあり方に関する研究

・ 看護職員の確保に関する取組
の現状と課題

・ 新型インフルエンザ対応ワクチ
ンの効果測定及び品質管理に
関する研究

・ 移植医療の法的・社会基盤に
関する研究

等々


